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12月の行事予定

12月 1日(火) あいさつ運動
12月 5日(土) 給食サービス
12月10日(木) 体育推進部会会議
12月15日(火) あいさつ運動
12月16日(水) 高齢者学級
12月20日(日) クリスマス会
12月29日(火)～令和3年1月3日(日)
亀場地区コミュニティセンター
休館させていただきます。

亀川小学校、ふるさと料理教室開催されました
10月27日～28日の２日間に分かれて亀川小学校４年生(１組41名・
2組41名引率の先生4名)のふるさと料理教室が、食生活改善推進員
亀場12名の方々のご協力のもと開催されました。
献立は《芋ご飯・押し包丁・オレンジヨーグルト》
児童たちの密を避けるため、講堂に長机を並べた上で、押し包丁の
生地づくりをしたり、配膳の準備をするなど楽しく調理を行いまし
た。調理後はみんなで会食しました。会食中は、ふるさとの料理を
美味しそうにニコニコ顔で、何度もおかわりする児童も見受けられ、
楽しいひとときとなりました。

合同防災訓練を実施しました
11月15日(日)午前10時より亀場地区コミュニティセンターに於いて、

3団体合同(地域婦人会・民生児童委員・地区振興会役員)の防災訓練を
実施しました。
まず、熊本県危機管理防災課 自主防災組織 活動支援員の川本収三氏を
講師に、◆自主防災組織の役割 ◆地域の防災リーダーの役割 ◆川本
支援員の熊本地震における活動事例について、詳細なデーターや多数の
写真資料を交えながら講話をしていただきました。その後、上区の岡部
区長から9月に接近した台風10号に関する避難所運営について報告して
いただきました。講話終了後、婦人会の皆様は「炊き出し訓練」を実施。
ハイゼックスを使ったご飯の炊き方を社会福祉協議会職員の指導のもと
実践されました。また、各区長と民生児童委員は、避難行動要支援者名
簿の確認作業を行いました。災害は、他人事、他所事ではなく自身にも
起こりうることと想定し、どう対処するか、日頃から備えること
が重要ではないかと思います。

亀場地区振興会では、クリスマス会を行います。
（青少年育成部会主管） コロナ禍ではありますが、
予防対策を講じて実施の予定です。
(※今後の感染症の状況により中止することもあり
ます。)
【日 程】令和2年12月20日(日)午前10時30分～
【場 所】亀場地区コミュニティセンター講堂
【参加費】1人200円(先着40名迄)
【参加対象】小学生のみ（人数制限のため）
※参加ご希望の方は、12月9日(水)までに亀川小

学校又は亀場地区コミュニティセンターへお申し込
みください。

クリスマス会の
お知らせ



11月18日(水)午前10時より亀場地区コミュニ
ティセンター視聴覚室にて高齢者学級が開催さ
れました。参加者は14名、内容は教養講座｢無財
の七施(むざいのしちせ)｣、地蔵院(松島町阿村)
住職 荒木正昭 様 にお話をいただきました。｢布
施｣とは施しであるが、ここでは｢無財｣つまり
｢もの｣ではなく｢態度｣による施しである無財の
七施についてお話を聞かせていただきました。
次回は12月16日(水)、健康講座「軽い運動で腰痛・
肩こり退散」講師はM整体･アロマ代表 田北真美様
お誘い合わせてご参加ください!

11月4日(水)午前8時頃から浜田長寿会の皆さん
15名が、亀場地区コミュニティセンターの花壇や
庭周りの除草・清掃を隅々までしっかりきれいに
して下さり、その後年末年始を彩る葉ボタン･なで
しこなどの、花苗の植え付けをしてくださいまし
た。美しい花々に囲まれ、新年を迎える準備も整
いました。ご協力ありがとうございました。

高 齢 者 学 級

下浜田区 冨井 恵美香 様
（亡夫 冨井 章様）

ご冥福をお祈りいたします。

香典返しありがとうございました

上区に在住しておられました 平本 重夫 様よ
り熊本への転居に際し、ご寄付をいただきまし
た。亀場地区振興のために活用させていただき
ます、ありがとうございました。新居住地での
ご健康をお祈り申し上げます。

ご寄付いただきました

イルミネーション設置､展開中‼
11月22日(日)亀川小学校校庭(国道側)に、稜南中学校美術部の生徒さん19名･

先生方4名のご協力をいただき、イルミネーション設置作業を行い、只今色鮮やかに展開中!!
(地域づくり部会主管）点灯期間は令和3年1月3日(日)迄、毎日17時～22時まで点灯、車両
通行に十分気を付けてご観覧ください。今年度は、｢禍を転じて福と為す｣よう、疫病退散の
シンボル｢アマビエ｣を掲げ、コロナ退散の願かけとしました。

花いっぱい運動


